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上
山
吉
楽
富
徳
さ
ん
諾

こ
の
立
派
な
火
の
見
や
£
は
藁
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

京
で
成
功
を
納
め
た
服
部
久
作
さ
ん

　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
場

（
如
来
寺
出
身
）
力
　
昭
和
八
年
に
寄
場

贈
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
こ
の
嶺

火
の
見
に
か
な
う
も
の
は
郡
内
に
も
あ
楊

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
が
暢

激
し
く
な
り
鉄
の
供
出
と
い
う
こ
と
で
諾

昭
和
十
八
年
に
惜
ま
れ
な
が
ら
取
り
壊
諾

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
、
取
り
壊
嶺

す
前
に
、
井
之
川
さ
ん
と
田
沢
村
警
防
諾

団
の
幹
部
が
集
ま
っ
て
写
し
た
も
の
で
嶺

す
。
こ
の
火
の
見
の
下
に
は
、
八
人
用
暢

の
腕
用
ポ
ン
プ
が
あ
り
威
力
を
発
揮
し
場

た
も
の
で
す
。
火
事
と
い
う
と
金
ば
れ
諾

ん
の
つ
い
た
ま
と
い
を
持
っ
て
出
動
し
、
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
署

そ
れ
を
目
が
け
て
放
水
し
水
を
散
ら
し

消
火
し
た
も
の
で
す
・
　
　
　
認
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■ツベルクリン反応検査及びBCG（S62．1．1～62．12．31生まれ）

（　4月26日　　　　　14：00～15：00／保健センター／再ツ反者、未接種者
　4月28日

■ポリオ生ワクチン

r　5月10日　　　　　14：00～15：00／保健センター／村内全域
＼5月18日

●母親学級

　4月19日　12：45～13：00／上村病院／妊娠中の栄養

●妊婦検診

　4月19日　13：30～14：00／上村病院

●乳児検診

　4月22日　13：00～14：00／S62．4．2～62．9、30生．、／保健センタ

■結核検診

　4月27日　9：30～14：30／貝野地区

　4月28日　9：30～15：00／上山、田中、山崎

　5月6日　9：30～15：00／小原、桂、干溝、荒屋、芋沢

■狂犬病予防接種
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★
古
い
家
を
壊
す
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
民
具
を
集
め
て
い
ま
す
。
公
民
館
　
　
（
智
六
三
i
二
四
九
三
）

15働
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16＝00
相談員　江口行男）

⑫（日）
休日救急医（古藤医院魯65－3001）

19（火）
母親学級、妊婦検診（右参貝貧）

20㈹
狂犬病予防接種（右参照）高齢者講座開校式
農家相談日（役場農業委員会　8：30～17：00）

22㈹
乳児検診、狂犬病予防接種（右参照）

心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　藤田義一、山田正平）

⑳（日）
休日救急医（中条病院費57－3018）

26（幻
ツベルクリン反応及びBCG（右参照）

27㈱
結核検診（右参照）

28㈹
ツベルクリン反応及ぴBCG、結核検診（右参照）

⑳㈹
天皇誕生日

休日救急医（庭野医院盈52－2711）

30仕）

矯（日）
休日救急医（上村病院君63－2111）

2（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所　10：00～15：00）

⑧（幻
憲法記念日

休日救急医（池田医院費52－2581）

⑳㈹
休日救急医（大坪医院魯57－6100）

⑤㈲
こどもの日

黄桜の丘桜まつり

休日救急医（大島医院費52－2957）

6㈹
結核検診（右参照）

心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00

相談員　根津敬）

⑧（日）
母の日

休日救急医（津南病院a65－3161）

9（月）
青年学級（P8参照）

10（火）
ボリオ生ワクチン（右参照）

交通安全家庭の日

今
月
の
麺
織

　
白
羽
毛
の
樋
口
永
蔵
さ
ん
宅

を
た
ず
ね
、
今
で
は
め
ず
ら
し

く
な
っ
た
「
芋
だ
な
」
づ
く
り

を
ス
ナ
ッ
プ
し
ま
し
た
。
敷
ワ

ラ
に
水
を
か
け
そ
の
発
酵
熟
を

利
用
し
た
「
芋
だ
な
」
は
、
雪

国
の
生
活
の
知
恵
が
生
き
て
い

ま
す
。

　
　
編
集
後
記

　
創
刊
以
来
、
七
年
間
広
報
な

か
さ
と
を
担
当
し
て
き
た
江
口

は
、
四
月
一
日
付
で
開
発
課
に

異
動
し
ま
し
た
。

　
後
任
は
、
私
、
広
田
で
す
。

　
よ
ち
よ
ち
歩
き
で
先
行
き
不

安
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
読
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
前
任
者
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
道
な
ど
で
会
っ

た
ら
気
軽
に
話
し
掛
け
、
話
題

を
提
供
し
て
下
さ
い
。

12
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昭和63年度一般会計予算

議会審議を見守る傍聴者

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
予
算
案
を
審
議
す
る
第
一
回

中
里
村
議
会
定
例
会
が
、
去
る
三
月
八
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
十
八
日
問
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

村
当
局
か
ら
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
総
額
三
十

七
億
七
千
四
百
六
十
四
万
七
千
円
が
提
案
さ
れ
、
審

議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
六
十
三
年
度
の
予

算
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
本
年
は
、
次
の
三
点
を
目
標

に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
の
で
、

以
下
項
目
別
に
説
明
し
ま
す
。

　
重
点
施
策

e
、
生
活
環
境
基
盤
を
整
備
し
、

　
　
潤
い
の
あ
る
村
づ
く
り
。

口
、
教
育
条
件
を
整
備
し
、
人

　
　
間
性
豊
か
な
村
づ
く
り
。

口
、
村
民
の
英
知
を
集
め
、
活

　
　
力
あ
る
村
づ
く
り
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
二
十
六
億
六
千

八
百
万
円
で
、
前
年
比
一
〇
丁

四
％
と
わ
ず
か
な
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
六
十
二
年
度

当
初
予
算
額
が
田
沢
小
学
校
の

改
築
費
の
増
額
に
よ
り
、
対
前

年
比
一
二
二
二
三
％
と
県
下

有
数
の
大
幅
な
伸
ぴ
で
あ
っ
た

た
め
で
す
。

◎
具
体
的
施
策
の
概
要
は
次
の

　
と
お
り
で
す
。

一
、
総
務
費
関
係

　
今
年
は
総
合
計
画
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
リ
ゾ
ー

ト
計
画
を
引
き
続
き
進
め
て
い

き
ま
す
。
更
に
、
レ
タ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
指
定
、
村
お
こ
し

事
業
、
中
里
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
計
画
し
、
村
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
税
金
等
の
口
座
振
込
み
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
社
会
福
祉
関
係

　
社
会
福
祉
法
人
「
中
里
村
社

会
福
祉
協
議
会
」
を
更
に
充
実

さ
せ
、
短
期
、
中
期
保
護
事
業

を
進
め
る
な
ど
、
福
祉
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
中

里
、
南
両
保
育
所
の
施
設
整
備

を
行
い
、
特
に
今
年
度
は
僻
地

保
育
所
の
ニ
カ
月
延
長
保
育
を

試
行
し
ま
す
。

三
、
保
健
衛
生
関
係

　
医
療
費
の
増
高
は
、
国
保
制

度
を
揺
る
が
す
重
大
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
村
で
は
諸
検
診
の

充
実
を
図
り
、
村
民
の
健
康
の

増
進
と
医
療
費
の
減
少
に
努
め

ま
す
。

　
　
　
　
税
円

　
　
　
　
交
01

　
　
　
　
糟

　
　
　
λ

♂
　
魔

！
』

国
3

税
胴

　
2
8
村
α
　
5

村　債
41，898円

繰入金

16，279円

県支出金

41，866円

金
円

担
負
1
1

分
び
2

　
及
－

その他
23，597円

、
竃

　
　
　
　
　
　
円

の
訳

人
り
内

楓
あ
預
舗

2

四
、
農
林
関
係

　
農
業
の
近
代
化
を
目
指
し
、

水
田
基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
利
雪
実
験
事
業
な
ど
各
種

事
業
を
取
り
入
れ
、
畑
作
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
広
域
農
道
倉
俣
大
橋
は
今
年

度
完
成
の
予
定
で
す
。
ま
た
、

国
営
苗
場
総
合
開
発
事
業
倉
俣

地
区
圃
場
整
備
事
業
の
進
展
は
、

今
年
度
開
畑
を
含
め
て
約
五
十

三
ヘ
タ
タ
ー
ル
で
通
年
施
行
と

な
り
、
水
田
転
作
の
大
き
な
助

け
と
な
り
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
森
林
地
域
活
性
化
対
策
と
し

て
、
貝
野
地
域
に
三
本
の
作
業

道
を
開
設
、
更
に
永
年
の
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
広
域
林
道
十
日

町
津
南
線
の
測
量
調
査
も
実
施

し
ま
す
。

五
、
商
工
観
光
関
係

　
近
年
県
外
客
の
増
加
に
対
応

し
、
大
型
案
内
板
を
設
置
し
、

有
倉
山
方
面
に
仮
設
展
望
台
を

作
り
、
将
来
計
画
に
供
し
ま
す
。

六
、
土
木
関
係

　
国
道
一
一
七
号
線
の
拡
幅
と

並
行
し
、
田
沢
中
心
地
区
の
市

街
化
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

七
、
教
育
関
係

　
倉
俣
小
学
校
の
屋
内
体
育
館

と
特
別
教
室
の
改
築
、
中
里
中

学
校
の
プ
！
ル
新
設
、
田
沢
地

区
体
育
館
の
改
築
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
以
上
、
村
勢
の
着
実
な
前
進

を
期
し
て
施
政
方
針
と
し
、
村

民
各
位
の
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
各
方
面
に
わ
た
っ

て
き
め
細
か
な
事
業
が
計
画
さ

れ
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

道
　
路
　
整
　
備

〈
村
道
〉

★
倉
下
土
倉
線
改
良
舗
装
（
倉

下
）
★
清
田
山
線
改
良
舗
装

★
重
地
小
出
線
改
良
舗
装
（
小

　
出
）

★
高
道
山
山
手
線
改
良
舗
装

★
芋
沢
大
原
線
改
良
舗
装

★
角
間
線
改
良
舗
装

★
市
之
越
新
平
線
改
良
舗
装

★
荒
屋
田
沢
線
舗
装
（
干
溝
）

★
重
地
小
出
線
災
害
防
除
（
小

　
出
）

〈
林
道
〉

★
西
方
線
整
備

★
角
間
土
倉
線
開
設
（
土
倉
）

★
阿
寺
線
開
設

★
小
松
沢
線
改
良

★
小
出
田
代
線
改
良
（
清
田
山
）

★
幹
線
作
業
道
整
備
事
業
（
有

倉
線
、
外
通
越
線
、
天
池
線
）

農
　
業
　
振
　
興

★
県
営
広
域
営
農
団
地
農
道
整

　
備
五
号
、
六
号
線

★
新
農
業
構
造
改
善
事
業
（
下

　
林
地
区
区
画
整
理
三
・
五
㎞
、

　
桂
地
区
用
水
路
四
二
二
m
）

★
中
里
村
農
業
基
盤
整
備
事
業

★
農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事

　
業
（
程
島
構
造
改
善
セ
ン
タ

　
ー
木
造
一
部
鉄
骨
二
階
）

★
第
三
期
山
振
基
盤
整
備
事
業

　
（
深
沢
地
区
区
画
整
理
9
七
㎞

　
大
坂
ノ
下
地
区
換
地
二
圭
㎞
）

★
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

　
（
野
中
地
区
区
画
整
理
一
6
㎏

　
田
代
地
区
区
画
整
理
干
七
㎞
）

商
　
工
　
観
　
光

★
各
種
体
験
イ
ベ
ン
ト
事
業

★
観
光
案
内
大
型
看
板
整
備

★
有
倉
山
付
近
展
望
台
整
備

★
七
ツ
釜
遊
歩
道
調
査
、
測
量

　
設
計
事
業

★
村
民
そ
ろ
っ
て
中
里
宣
伝
事

　
業

健
　
康
　
福
　
祉

★
成
人
病
予
防
事
業

★
健
康
づ
く
り
事
業

★
母
子
保
健
事
業

★
結
核
予
防
事
業

★
予
防
接
種
、
伝
染
病
予
防
事
業

★
歯
科
保
健
事
業

★
栄
養
改
善
事
業

★
精
神
衛
生
事
業

★
村
民
の
医
療
対
策

★
血
液
対
策

★
環
境
衛
生

★
狂
犬
病
予
防

★
食
品
衛
生

★
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

★
老
人
短
期
（
七
日
間
）
保
護

　
事
業

★
老
人
中
期
（
二
ヵ
月
間
）
保

　
護
事
業

★
地
域
組
織
活
動
育
成
事
業

★
老
人
生
き
が
い
対
策
事
業

★
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

★
日
常
生
活
用
具
等
給
付
事
業

要
望
し
て
い
る
主
な
国
県
事
業

〈
選
路
改
良
・
薗
轄
〉

★
国
道
一
｝
”
七
号
線
（
荒
屋
）

〈
道
路
改
良
．
新
潟
県
〉

★
国
道
二
七
号
線
（
山
崎
…

上
山
）

〈
道
路
改
良
〉

教
育
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー

歳　出　　　　歳　入

旦，及び　　q，

8260万円

その

1億6，091万円

繰入金
1億1，100万円

県支出金
2億8，548万円

村　債

2億8，570万円

国庫支出金

2億601万円

村　税

3億4，287万円

地方交付税

11億9，340万円

その他
1億6，723万円

　　　　　　消　防
　　　　　　8，383万円
衛生
1億3，027万円

　　　　　民生費

　　　　　2億837万円

公債費

2億8，662万円

農林水産業費

4億9，403万円

土木費

31，意6，952万円

5億1，389万円

　・7，785万円

3億8，174万円

　・5，195万円

　・8，120万円

総務費

2億9，598万円

教育費

6億3，211万円

　
　
計
計
計
計
計

計
会
会
会
鞍
難

△
π
業
設
健
事
事

別
事
施
保
道
賄

特
保
保
人
鍛

◆
国
国
老
簡
農

★
倉
俣
小
体
育
館
・
特
別
教
室

　
改
築
工
事

★
田
沢
地
区
体
育
館
改
修
工
事

★
中
里
中
プ
ー
ル
建
設
工
事

★
青
年
集
団
活
動
事
業

★
高
齢
者
講
座

★
家
庭
教
育
講
座

★
お
母
さ
ん
勉
強
室

★
青
年
講
座

★
成
人
講
座

★
芸
術
文
化
事
業

★
成
人
式

★
生
涯
教
育
推
進
事
業

★
杜
会
教
育
短
期
大
学

★
青
年
交
流
事
業

★
新
座
市
と
の
交
流

そ
　
　
の
　
　
他

★
市
街
化
整
備
計
画
策
定
事
業

★
総
合
計
画
基
本
計
画
策
定
事

　
業
★
管
内
図
策
定
事
業

★
当
間
山
麓
開
発
事
業

★
国
道
鷺
「
五
三
号
線
み
葎
沢
）

★
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場
線

　
（
漁
僕
）

　
〈
災
寮
防
欝
対
策
〉

★
国
道
三
五
三
暑
、
線
八
程
鶴
ー

㌦
「
棄
憩
麓
）

★
国
道
三
五
三
号
線
改
良
、
（
宮

　
中
〉
　
　
　
・
　
　
［
．

★
県
道
清
津
公
園
線
（
小
鐵
〉

　
〈
河
欄
改
良
整
備
V

★
七
、
辮
（
上
山
）

★
清
津
川
（
小
出
）

★
呑
葬
沢
判
（
小
出
）

★
下
沢
規
（
本
屋
．
敷
）

　
〈
砂
紡
ダ
ム
・
藪
鞍
〉
，

嘉
蓑
、
羨
谷
穀
蓼
ム

　
〈
農
地
関
孫
〉

☆
國
嘗
苗
場
繊
麓
総
合
農
地
開

　
発
事
業
（
倉
俣
、
芋
川
）

★
広
域
農
道
八
倉
俣
大
橋
）
，

★
紀
め
池
等
整
傭
事
業
（
五
汐

女
新
農
業
構
造
改
善
事
業
後
期

　
，
対
策
（
田
沢
地
区
特
定
地
区
）

毫
山
．
林
道
〉

点
地
す
べ
り
防
止
事
業
（
土
倉
、

　
倉
下
、
角
間
、
田
代
）

★
復
旧
治
山
事
業
（
葎
沢
、
西

　
方
）

★
な
だ
江
防
止
事
業
（
田
代
、

　
西
方
、
西
田
尻
、
土
倉
）

　
〈
公
園
整
備
・
清
津
峡
〉

★
公
衆
便
所
・
安
全
棚
の
補
修
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道

子
孫
鵤
請
れ
3
道
づ
く
リ
セ

　
村
を
横
断
す
る
国
道
一
－
七
号
線
と
南
魚
沼
と
、
上

越
方
面
と
を
結
ぶ
国
道
三
五
三
号
線
は
、
当
村
の
発
展

に
欠
か
せ
な
い
大
動
脈
で
す
。
国
道
一
－
七
号
線
の
改

良
工
事
は
、
清
津
橋
か
ら
国
道
三
五
三
号
線
交
差
点
ま

で
が
、
建
設
省
直
轄
工
事
と
し
て
昭
和
六
十
一
年
度
か

ら
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
国
道
三
五
三
号
線
交
差
点
か
ら

七
川
橋
ぎ
で
の
区
問
は
、
県
の
道
路
改
良
事
業
と
し
て
、

今
年
慶
か
ら
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
回
は
、
国
道

拡
幅
工
事
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
．

の
中
で
は
、
国
道
一
一
七
号
線

と
国
道
三
五
三
号
線
を
基
調
に

地
域
内
の
幹
線
道
路
計
画
や
、

下
水
道
の
基
本
計
画
樹
立
み
た

め
の
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
当
っ
て

は
、
商
工
会
や
地
域
の
人
た
ち

の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
、
計

画
の
実
現
へ
と
進
め
て
い
き
ま

す
。幅

員
十
七
折
の
道
路
に

　
三
月
二
十
三
日
、
山
崎
ー
上

山
地
区
の
ル
ー
ト
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
当
村
の

対
象
区
間
全
て
の
ル
ー
ト
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表

に
よ
れ
ば
、
一
般
部
分
の
道
路

幅
員
は
十
七
灯
　
（
車
道
七
灯
、

歩
道
両
側
三
灯
、
堆
雪
ス
ペ
ー

夢ふくらむショッピングゾーンを
φψφφφψゆψφ∂ゆoφψφψφ’4』のぜ

ス
両
側
二
訂
）
に
な
り
ま
す
。

交
差
点
部
は
、
右
折
車
線
を
取

る
関
係
上
二
十
訂
に
な
り
ま
す
。

　
中
里
地
区
は
、
清
津
橋
か
ら

国
道
三
五
三
号
線
の
交
差
点
ま

で
を
建
設
省
長
岡
国
道
事
務
所

が
担
当
し
、
国
道
三
五
三
号
線

交
差
点
か
ら
七
川
橋
ま
で
を
、

十
日
町
土
木
事
務
所
が
担
当
し

ま
す
。
今
後
の
予
定
と
し
て
は

関
係
者
と
設
計
協
議
を
重
ね
、

今
年
度
中
に
、
用
地
買
収
に
入

り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

拡
幅
工
事
に

　
　
　
　
ご
理
解
を

　
田
沢
の
中
心
地
区
は
、
地
域

の
経
済
性
を
考
慮
し
両
側
拡
幅

と
な
り
ま
す
。
両
側
に
か
か
る

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
変
な

　
道
…
…
そ
れ
は
人
間
の
血
管
。

車
…
…
そ
れ
は
人
間
の
血
液
。

血
管
の
故
障
で
血
液
が
ス
ム
ー

ズ
に
流
れ
な
け
れ
ば
、
血
液
の

流
れ
な
い
部
分
の
細
胞
は
退
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路
が
悪

く
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
け

れ
ば
、
そ
の
地
域
の
発
展
が
停

滞
し
ま
す
。

　
G
N
P
（
国
民
総
生
産
）
世

界
一
を
誇
る
ス
イ
ス
は
、
交
通

機
関
の
整
備
に
よ
る
産
業
お
こ

し
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
道
路
整
備
は
、
地
域
の

発
展
と
切
り
離
せ
な
い
大
き
な

課
題
で
す
。

　
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
、
物

資
の
輸
送
を
鉄
道
に
頼
っ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
か

ら
は
、
自
動
車
輸
送
が
主
流
を

占
め
て
い
ま
す
。
今
や
わ
た
し

た
ち
の
生
活
は
、
自
動
車
な
し

で
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
を
積
極
的

に
考
え
、
個
性
あ
る
街
並
み
を

作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
商
店
街

は
「
街
の
顔
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
顔
」
づ
く
り
を

成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
、
永
久
に

魅
力
あ
る
街
並
み
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現

在
、
商
工
会
で
は
中
里
村
商
店

街
近
代
化
推
進
協
議
会
を
設
立

し
、
共
同
店
舗
や
商
店
の
集
積

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の

拡
幅
に
当
っ
て
は
、
用
地
の
確

保
が
難
し
い
家
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
拡
幅
に
か
か
る
方
や
商
店

の
み
な
さ
ん
の
心
労
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
苦
労
を
少
し
で
も
減
ら

す
よ
う
国
道
付
近
に
土
地
を
持

つ
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

立
地
条
件
を
生
か
し
た

　
　
　
　
道
路
整
備
を

　
当
村
は
、
中
魚
沼
、
東
頸
城

の
玄
関
口
と
し
て
す
ば
ら
し
い

立
地
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。

こ
の
立
地
条
件
を
生
か
す
た
め

に
は
、
大
動
脈
で
あ
る
国
道
一

一
七
号
線
と
国
道
三
五
三
号
線

を
基
に
し
た
、
道
路
交
通
網
の

整
備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
高
速
交
通
の
恩
恵
を
受

け
る
た
め
に
は
、
国
道
三
五
三

号
線
の
整
備
を
更
に
要
望
し
て

い
く
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は

十
二
峠
付
近
に
別
ル
ー
ト
の
ト

ン
ネ
ル
化
に
つ
い
て
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

市
街
化
整
備
計
画
も

　
　
　
　
　
並
行
し
て

　
村
で
は
、
国
道
拡
幅
及
び
桔

梗
原
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
対

応
し
、
田
沢
中
心
部
の
市
街
化

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
こ

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
各
集

落
の
道
路
委
員
を
中
心
に
話
し

合
い
を
進
め
こ
の
拡
幅
工
事
が

成
功
す
る
よ
う
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
村
で
は
、
昭
和
六
十
年
四
月

地
域
の
み
な
さ
ん
の
熱
意
に
よ

り
、
国
道
一
一
七
号
線
上
山
ー

荒
屋
間
改
良
促
進
中
里
協
議
会

（
会
長
、
小
林
豊
政
氏
）
を
設

立
し
、
建
設
省
、
及
び
新
潟
県

に
対
し
て
陳
情
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
事
業
が
、
早

期
に
完
成
す
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
今
回
の
改
良

が
関
係
住
民
に
喜
ば
れ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
、
村
、
協
議
会
、

集
落
の
道
路
委
員
が
一
緒
に
な

っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　車は、都会、田舎を問わずわたしたちの生

活に欠くことのできない必需品である。車の

台数は年々増加していく中で道路改良が追い

ついていけない現況下、国道（117、353）の

改良整備が行なわれることになった。

　この改良整備によって地域にもたらす将来

的展望をあげるなら、交通渋滞がなくなり道

路の沿線が整備される。こんな表面上のこと

だけでなくもっと重要なことがあるのではな

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

車
に
数
い
良
こ
展
の
け
か
子
に
の
雪
ろ
け
し
に
住
り
る

　
　
　
　
　
　
　
　
的
路
だ
い
「「子孫に美田を残すな」と古語にあるが、「子

孫にこの道路を残す」この道路整備が郷士発

展の鍵を握っているように思われる。

　雪に負けない道路、楽しく観光できる道路、

いろいろな産業誘致ができ、過疎に歯止めを

かける道路等々今後の取り組み万によってわ

たしたちの村にも明るい展望が開けてきたよ

うに思われる。

　住みよい環境で豊かな生活が営まれる郷士

作りはこの道路整備に大きな期待がかかって
いると思う。一

雪国生活のために
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「
外
の
広
い
世
界
に
目
を
向

げ
て
み
よ
う
」
村
で
は
、
地
域

づ
く
り
と
村
民
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
村
民
研
修
制
度
を
、

昨
年
の
五
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
村
を
離
れ
先
進
地
で

活
躍
す
る
人
た
ち
と
の
交
流
は

わ
た
し
た
ち
に
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
昨

年
度
は
、
中
里
ク
ラ
ブ
、
中
里

三
四
会
、
中
里
村
職
員
自
主
研

チ
ー
ム
84
の
三
団
体
、
延
十
六

人
が
国
内
、
国
外
へ
と
飛
ぴ
出

し
見
聞
を
広
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
会
が
、
三
月
三
十

日
の
夜
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
三
十
六
人
が
集
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
中
里
三
四
会
の
メ
ン村づくりに意欲を燃やす人たち

バ
ー
四
人
が
熊
本
県
飽
田
町
、

菊
水
町
に
モ
チ
、
キ
ビ
の
生
産

地
調
査
に
行
っ
た
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
キ
ビ
は
、
耐
干
性

が
強
く
労
力
が
か
か
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
小
麦
の
後
作
と
し
て

栽
培
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
途

中
、
キ
ビ
専
門
の
料
理
店
に
入

り
、
キ
ビ
定
食
が
関
西
・
関
東

方
面
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
三
四
会

で
は
、
今
後
も
キ
ビ
の
試
験
栽

培
を
行
い
、
キ
ビ
に
よ
る
特
産

品
を
作
り
た
い
と
熱
意
を
燃
や

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
ふ
つ
ぐ
ん
し
む

　
次
い
で
、
北
海
道
勇
払
郡
占

か
マ
ゆ
む
ら

冠
村
の
ア
ル
フ
ァ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・

ト
マ
ム
を
視
察
し
た
中
里
タ
ラ

ブ
の
五
人
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ト
マ
ム
は
、
徹
底
し
た

デ
ザ
イ
ン
、
建
築
素
材
の
統
一

を
図
り
自
然
と
調
和
の
と
れ
た

施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
。
こ
の
開
発
で
人
口
が

増
加
に
転
じ
税
収
も
驚
異
的
に

伸
び
て
い
る
。
こ
の
視
察
を
涌

し
、
当
村
の
自
然
資
源
の
す
ば

ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
リ
ゾ
ー

ト
開
発
に
当
っ
て
は
、
有
利
な

立
地
条
件
と
地
域
性
を
生
か
し

た
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
指
し
た
い

と
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
中
里
村
職
員
自
主
研

チ
ー
ム
8
4
の
メ
ン
バ
ー
七
人
が

中
国
研
修
視
察
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
急
激
な
経
済
発
展
途

上
に
あ
る
中
国
、
こ
の
地
で
か

い
ま
見
た
、
国
づ
く
り
に
か
け

る
情
熱
、
知
育
プ
ラ
ス
心
を
育

て
る
教
育
、
物
を
大
切
に
す
る

心
、
お
お
ら
か
な
人
々
。
こ
の

体
験
の
中
で
豊
か
過
ぎ
る
日
本

の
生
活
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
あ
な
た
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

れ誇

総合計画づくり

　
村
づ
く
り
は
、
中
里
村
総
合

開
発
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
基
本

構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画

の
三
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
基
本
計
画
の

策
定
年
度
に
当
っ
て
い
る
た
め
、

村
で
は
初
め
て
地
域
づ
く
り
の

専
門
家
（
ヤ
ス
マ
・
マ
ー
ヶ
ッ

テ
ィ
ン
グ
研
究
所
）
に
開
発
計

画
に
伴
う
調
査
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
、
リ
ゾ
ー
ト
構

想
を
含
め
た
倉
俣
地
区
の
開
発

計
画
を
、
そ
し
て
、
今
年
度
、

田
沢
地
区
、
高
道
山
地
区
、
清

津
峡
地
区
、
貝
野
地
区
の
開
発

計
画
が
研
究
所
か
ら
提
出
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
村
で
は
、
三
月
一
日
付
で
庁

内
に
総
合
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ

タ
ト
を
設
置
し
、
事
務
レ
ベ
ル

で
の
資
料
収
集
や
各
部
門
別
の

方
向
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
総

合
開
発
計
画
を
、
村
民
の
声
が

生
き
た
実
行
性
の
あ
る
物
に
す

る
た
め
に
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
地
区
公
聴
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
得
た
貴

重
な
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
中
里
村

総
合
開
発
計
画
審
議
会
を
五
月

に
設
置
し
、
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
来
年
の

三
月
ま
で
に
策
定
し
、
年
度
内

に
議
会
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
当
っ
て

は
、
財
源
の
裏
付
け
も
取
り
実

行
性
の
あ
る
計
画
書
に
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教職目人事異動名簿

主栄“““，，教校田
査養　　　　諭長沢
　　　　　　　　’jr
竹金大大渡恩村高響
田澤島野辺田山橋籾
　　　　　百
茂恵淑　雅合強正
男子喜滋之子一昭

【
転
出
さ
れ
た
先
生
】

職
名
　
　
氏
　
名

田
沢
小
学
校

生
倉
俣
小
学
校

隻
藷
内
山
正
彦

　
　
　
〃
　
斎
藤
　
修
子

鱈
”
島
田
陽
子

豊膿（　　
貝
野
小
学
校

　
　
校
長
　
中
村
　
芳
彦

こ
教
諭
桑
原
裕
季

で
清
津
峡
小
学
校

気
教
諭
広
田
葉
子

元　　
　
〃
　
斎
藤
　
清
六

　
　
　
〃
　
海
津
　
英
夫

窃
室
睾
校

生
校
長
小
林
正
茂

藷　　
教
諭
　
横
山
美
直
子

　
　
　
μ
　
大
島
　
　
誠

　
　
　
〃
　
東
條
　
善
夫

　
　
　
〃
　
五
＋
嵐
喜
代
春

学
校
名

定
年
退
職

橘
　
　
小

退
　
　
職

十
日
町
小

津
南
小

原
　
　
小

大
河
津
中

外
丸
小

田
沢
小

村
松
小

富
曾
亀
小

死
亡
退
職

山
の
下
小

退
　
　
職

川
東
小

吉
田
南
小

水吉退東三
沢田　北島
中中職中中

【
転
入
さ
れ
た
先
生
】

氏
　
名
　
　
学
校
名

内清徳中小
山水重川池

正康玲玄啓
彦秀子忍治

水
原
小

下
条
小

新
採
用

橘
　
　
小

倉
俣
小

清
水
　
レ
イ
　
臨
時
任
用

樋
口
　
静
子
　
上
郷
小

猪佐中鷹上
又藤村巣村

智徳恵康邦
子久子子夫

西
　
　
小

小
出
養
護

栖
吉
小

新
採
用

新
採
用

桑
原
　
和
位
　
芦
ヶ
崎
小

保
坂
　
泰
子
東
　
　
小

小
沢
真
由
美
　
真
田
小

五
十
嵐
　
浩
　
川
東
小

桑
野
　
伸
英
　
牡
丹
山
小

林
　
勇
次
郎

大
口
　
礼
子

星
野
　
　
教

佐
久
間
辰
雄

丸
山
め
ぐ
み

県
義
務
教
育

課
指
導
主
事

上
郷
中

津
南
中

新
採
用

新
採
用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目黒区五本木子ども会
おもしろ一い、雪国の遊び満喫

　
四
月
二
、
三
日
の
両
日
、
昨

年
に
続
い
て
新
座
市
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
リ
ー
ダ
ー

十
五
名
と
、
新
座
市
体
育
課
長

の
茂
木
さ
ん
を
初
め
、
引
率
者

六
名
が
当
村
を
訪
ず
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
午
後
一
時
過
ぎ
に

稔
合
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
大
集

会
室
で
待
ち
受
け
る
倉
俣
ジ
ュ

ニ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
野
球
チ

ー
ム
）
、
田
沢
剣
道
少
年
団
の

三
十
名
と
合
流
し
ま
し
た
。

　
交
換
会
で
元
気
よ
く
自
己
招

介
し
た
後
、
倉
俣
グ
ラ
ン
ド
に

設
営
さ
れ
た
雪
山
で
ソ
リ
や
ス

キ
ー
に
乗
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
夜
は
、
二
人
一
組

で
倉
俣
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
八
人
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
田
舎
で
の
一
夜
を
満
喫

し
ま
し
た
。
翌
日
は
、
場
所
を

田
沢
小
グ
ラ
ン
ド
に
移
し
雪
上

サ
ッ
カ
ー
で
交
流
。
ズ
ボ
ン
を

び
し
ょ
濡
れ
に
し
な
が
ら
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
思
う
存
分
楽
し

み
ま
し
た
。

楽しかった思い出を乗せて新座の子どもたちからサッカーを学ぶ

道
楽
神
を

　
　
　
　
　
　
再
現

麿
　
p
曇

道楽神を前にピース・ピース

　
窯
曳

　
．
一

　
今
年
で
十
三
回
目
を
数
え
る

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
（
代
表
貝

沢
洋
次
氏
）
と
目
黒
区
五
本
木

子
ど
も
会
の
交
歓
会
が
、
三
月

二
十
六
日
か
ら
三
日
間
開
か
れ

ま
し
た
。
初
日
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
前
の
雪
原
に
道
楽
神
焼
き

を
再
現
。
三
月
下
旬
と
い
う
の

に
あ
い
に
く
の
な
ご
り
雪
。
五

本
木
子
ど
も
会
の
一
行
二
十
二

人
と
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
の
一

行
二
十
人
は
、
ぴ
し
ょ
濡
れ
に

な
り
な
が
ら
も
立
派
な
道
楽
神

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
火
入
れ
。
水
雪
に
濡
れ
た
ワ

ラ
は
な
か
な
か
燃
え
上
ら
ず
関

係
者
は
ハ
ラ
ハ
ラ
。
も
の
す
ご

い
煙
と
と
も
に
燃
え
だ
し
、
五

本
木
子
ど
も
会
の
仲
間
も
ビ
ッ

ク
リ
。
ワ
ラ
火
で
ス
ル
メ
を
焼

き
、
道
楽
神
焼
き
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
翌
日
一
行
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
で
ス
キ
ー
を
通
し
た
交
流
を

進
め
ま
し
た
。
息
の
長
い
交
流

を
支
え
て
い
る
み
な
さ
ん
本
当

に
ご
苦
労
様
で
す
。

塾
蟻齢

村
民
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

　
三
月
六
日
、
当
間
ス
キ
i
場

で
第
九
回
村
民
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
青
空
が
広
が
り
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
最
高
。
種

目
は
大
回
転
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ピ
ッ
ピ
ッ
ポ
ー
「
そ
れ

行
け
！
」
と
い
う
か
け
声
の
中
、

五
十
人
の
選
手
た
ち
は
果
敢
に

コ
ー
ス
に
飛
び
込
ん
で
行
き
ま

し
た
。

【
成
積
】

★
小
学
生
女
子
一
年
～
三
年

　
一
位
　
岡
村
由
裂
（
田
沢
小
）

　
二
位
富
井
英
利
佳
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
広
田
量
子
（
田
沢
小
）

★
小
学
生
女
子
四
年
～
六
年

　
一
位
池
田
由
佳
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
広
田
桐
子
（
田
沢
小
）

　
三
位
関
寿
恵
（
田
沢
小
）

★
小
学
生
男
子
一
年
～
三
年

　
一
位
林
卓
真
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
樋
口
　
功
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
井
口
英
詞
（
田
沢
小
）

★
小
学
生
男
子
四
年
～
六
年

　
一
位
樋
口
浩
二
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
太
島
直
樹
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
樋
口
隆
雄
（
田
沢
小
）

★
中
学
生
男
子

　
一
位
　
岡
村
充
由
（
中
里
中
）

　
二
位
　
小
林
　
司
（
中
里
中
）

　
三
位
　
樋
口
良
夫
（
中
里
中
）

★
一
般
男
子

　
一
位
　
高
橋
昭
紀
（
上
山
）

　
二
位
　
上
原
正
明
（
上
山
）

　
三
位
　
富
井
英
雄
（
干
溝
）

．
国
障

　　　　　　　　　　ハが　　マ秒を争う、スタートに緊張感が
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森林を伐採するときは

届出書を出しましょう

　森林は木材を生産すると同時に、水

を貯えたり、自然の猛威からわたした

ちの生命、財産を守ってくれるなど、

わたしたちの生活に欠くことのできな

い貴重な資源です。そのため、森林を

伐採するときには、正しい森林の取扱

い方法を守ってもらうために、「伐採

計画」の届出をしてもらう必要があか）

ます。　（森林法第10条）

★届出時期

　伐採を開始しようとする日の90日か

ら30日前。

★届出用紙

　役場開発課にあります。手続、内容

など詳しいことは開発課で説明します。

困ります
　　　犬の放し飼い

　
　
瓢

　
　
照

　
　
　
』

　山　本　聡さん
　　　　　　（山崎・20才）

廊麟騨難
　十日町市中条の大沢電子に勤

めている。趣味はバイク。原付

バイクなのだが、たまに群馬県

の榛名スポーツランドのコース

ヘ行って走るのが楽しみ。性格

は行動する前に考えてしまう慎

重なタイブ。夢はいろいろな免

許や資格をとってみたいこと。

理想の女性は今はよくわからな

い。いいなと感じればそれが理

想の9イフだと思う。村への要

望ば、全国の人たちに知られる

くらいのアッと驚く、中里村に

しかできないイベントをやって

ほしい。

　最近、犬の放し飼いが増えています。

散歩をする時間がない。夜中にほえる

などから、夜になると犬を放す人がい

るようです。

　犬の放し飼いは禁止されていますの

で、ご協力をお願いします。また、犬

の散歩の際は、ナイロン袋を持って、

フンの始末をしてこそ愛犬家といえる

のではないでしょうか。

戦没者の遺族のみなさんへ

　請求期間が迫っています

　戦没者の遺族の人に特別弔慰金が支

給されることをご存じですか。

★支給の条件

　
今
年
度
か
ら
税
金
等
の
納

入
が
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
決
め
て
頂

い
た
預
金
口
座
か
ら
、
下
の

図
の
と
お
り
に
振
替
を
し
ま

す
。
振
替
日
に
預
金
残
高
不

足
で
振
替
が
で
き
な
い
こ
と

の
な
い
よ
う
に
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
申
込
を
し
な

か
っ
た
人
は
、
近
く
の
金
融

機
関
に
現
金
で
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　特別弔慰金をうけることができるの

は、満州事変以後の戦没者の遺族のう

ち、昭和60年4月1日現在において、

公務扶助料、遺族年金等をうける人が

いない場合です。

★支給の対象者

（1）昭和60年4月1日までに弔慰金（遺

　族国庫債券）を受けた人。

（2）戦没者の子

（3）戦没者と生計を共にしていた父母、

　孫、祖父母、兄弟姉妹。

（4）（3）以外の父母、祖父母、兄弟姉妹。

　その他の三親等内の親族。

★請求期限

　昭和63年6月13日
　詳しくは役場住民課へ。

労働保険の申告納付は

　　　　　　お早目に

　昭和63年度の労働保険料の申告と納

付の受付が4月1日から5月16日まで
行われています。

　まだ手続きのお済みでない事業主は、

お早目に保険料申告書に保険料を添え

て、最寄りの銀行または農協に申告、

納付してください。

　　　　　十日町労働基準監督署

覚せい剤、シンナー等

相談窓ロを設置しました

　十日町保健所では覚せい剤、シンナ

ー等の相談窓口を設置しました。覚せ

い剤、シンナー等で悩みをお持ちの人

はお気軽にお出かけください。秘密は

守られます。電話でも受けられます。

（台57－2400）

口座
ス

振替　日　一覧表
税　目　等 収　納　月 振替日 再振替 預金通帳表示

村　県　民　税 6・8・10・1月 末日 5日後 ソンケンミン

固定資産税 4・7・9・11月 〃 〃 コテイシサン

軽自動車税 5　　　　　　　月 〃 〃 ケイジドウシャ

国民健康保険税 毎　　　　　　　月 〃 〃 コ　　　タ　　　ホ

国　民　年　金 毎　　　　　　　月 25日 〃 ネ　ン　キ　ン

簡易水道使用料 5・7・9・11・1・3月 〃 〃 ス　イ　ド　ウ

保　　育　　料 毎　　　　　　　月 〃 〃 ホ　　イ　　ク

備考）振替日、再振替日が休業日にあたるときは、翌営業日とする。

　　昭和63年度の固定資産税第1期分は5月。
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警察官の募集（大卒）

　新潟県男子警察官（大学卒）を募集

しています。

★採用予定日　昭和63年8月1日

★受付期間　　5月2日（月）まで

★受験資格　　昭和35年8月2日～昭

　　　　　　和41年4月1日生れの
　　　　　　男子で大学を卒業した

　　　　　　人
　詳しくは、田沢駐在所盤63－2368まで

会員募集中〃
　～シルバー人材センター～

★会費

　1年間　500円
★仕事の内容

　宛名書き、障子張ぴ）、病人の付き添

い
、 子もり、草取り、ペンキ塗り、冬

囲、毛筆賞状書、農作業、その他

★申込み

　入会希望の人は、㈹十日町地域シル

バー人材センター中里事務所（老人福

祉センター内、a63－2520）へ。いつ
でも受け付けています。

信濃川河岸段丘を

　　　　歩いてみよう！

　残雪の山なみ、ブナの新緑、野鳥の

さえずり。この美しい景観を味わいな

がら、河岸段丘を歩いてみませんか。

　第1回信濃川河岸段丘ウォークの参
加者を募集中です。

★とき

　5月15日（日）

★参加資格

　年齢、性別は問わず健康な人

★コース

　Aコース52km津南町大割野～小千

　　　　　　　谷サンプラザ
　Bコース42km中里村田沢～小千谷

　　　　　　　サンプラザ
　Cコース20km川西町総合体育館～

　　　　　　　小千谷サンプラザ

★参加費

　大人1，500円　中学生以下1，000円

★当日参加

　大人2，000円　中学生以下1，500円

★申し込み

　4月23日㈹までに公民館へ。

青年海外協力隊

「募集説明会」のご案内

　青年海外協力隊員は、現地の人々と

同じ言葉を話し、同じところに住み、

同じものを食べ、自らの利益を求める

ことなく、ひたすら開発途上国の新し

い国づくりに協力しています。

　この青年海外協力隊の募集説明会を

開催しますのでご案内します。

★脱明会日程

　5月19日㈲　長岡商工会議所

　　　　　　（長岡市）18：00～21：00

※入場は無料です。また、他の日程で

　新潟市、上越市でも開催します。

　詳しくは、新潟県総務部県民広報課

費025－285－5511まで。

化学ぞうきんは万能？

　最近生活様式の洋風化や新しい建築

材料の普及にともなって、化学ぞうき

んが急激に使用されるようにな｝）まし

た。しかし、消費者の中には化学ぞう

「
災
難
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
火
事
は
注
意
の
す
き

間
を
襲
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
昔
か
ら
年
寄
り
は
、

「
一
日
の
内
、
三
回
は
火
事
の

話
し
を
し
ろ
」
と
注
意
し
た
も

の
で
す
。
昔
は
、
今
の
よ
う
な

電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
調
理
器
具

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
今

の
よ
う
な
高
性
能
な
消
防
ポ
ン

プ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

特
に
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し

ま
し
た
。

　
当
地
域
で
も
大
正
時
代
か
ら

三
回
ほ
ど
大
火
が
あ
り
大
き
な

被
害
が
出
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 点

検
は
過
ぎ
る
こ
と
な
し

きんの効果に対して疑間を持っている

人や、しみこませてある油が気になる

人も多くいます。そこで県消費者セン

ターで試買テストを行いましたので結

果をお知らせします。

★テスト結果

1．化学ぞうきんは、表示にあるような

　はく、拭く、磨くの機能を備えた万

　能の掃除用具とは考えられません。

　主婦の経験を生かした掃除用具の利

　用が望まれます。

2．化学ぞうきんにしみこませてある油

　は、拭くたびに、わずかではありま

　すが、拭いた面に付着しています。

　使う場所に気をつけてください。

停電のお知らせ
★4月19日（幻　午前9時30分～12時

　朴木沢の一部、朴木沢新田、市之越

　鷹羽、白羽毛、程島、牧畑の全部

％
～
％
春
の
火
災
予
防
運
動

善意をありがとう

　
四
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で

春
の
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
ひ
と
た
び
火
災
が
発

生
す
る
と
人
命
や
財
産
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ

こ
で
被
害
を
押
え
る
た
め
に
消

防
力
を
強
化
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
も
ま
し

て
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
天
ぷ
ら
鍋
の
火
、
寝
タ
バ
コ
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
干
し
物

等
に
充
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
消
え
た
か
な
…
気
に
な
る

　
　
　
　
あ
の
火
も
う
一
度
」

「
集
う
森
声
か
け
合
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
火
の
始
末
」

★香典返し

　芋川　高橋昭一さん　10，000円

★古切手

　第四銀行　大野たき子さん

　北陸工機　樋口久美子さん

★ぞうきん寄贈

　如来寺　服部ミサヲさん　100枚

★交通安全用晶寄贈

o中里村建設業協会と中里村交通安全
　協会より

　新入学児童用黄色い傘76本

o中里村交通安全協会よケ）

　新入学児童用ランドセルカバー76枚

　全学年児童用ウサギシール

　中学生全学年用赤レフレクター

5月から青年学級
「愛郷徒」スタート
★学習コース

前期（5月～7月）

　料理、写真、ダンス、郷土の4コース

後期（9月～11月）

　地域開発研究会、ビデオ、書道ペン

　字の3コー一ス

★参加資格

　村内在住男女でおおむね30歳まで

★申し込み

　電話または、新聞ちらしについてい

　る申し込み用紙を4月25日までに公

　民館へ。　（電話63－2493）

ノ

ミミ
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　　　　　　　　　　　けない子に育ってほしいって言ってるよ。

代表
広田タマ子さん
　（小原）

わたしたちが、13年間も「紫陽花の

集い」という短歌の会を続けてこられ
たのは．十日町から来てくださいます

小溜先生というよき指導者に巡り会え

たからです。長い人生の中でのうれし
いこと、悲しいことを表現できる短歌
は、心の支えです。会員7人は、歌を
通して心の奥まで分りあえるすばらし
い仲間です。

短歌をはじめて、物事を深く考える

ようになり、自分自身の人生も変って
ゆくような気がします。よい歌がひら

めいたときはとてもうれしくてすぐに
メモ帳に書き込みます。歌の提出期限

が近づくと、広告用紙の裏は歌で埋り

ます。なかなかできなくて空っぽの頭

をトントンと一休さんのようにたたく
ことがあります。

これからも心を開きあえる仲間を大

切にして短歌つくりに励みたいと思い
ます。

連絡先　広田タマ子（63－3415）

　
「
ヤ
ッ
タ
ー
」
頂
上
に
た
ど
り
つ
き

あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
響
く
。
重
い
ス
キ

ー
を
か
つ
い
で
当
間
山
の
小
七
川
三
角

点
（
標
高
八
五
〇
m
）
に
到
着
。
小
七

川
と
大
沢
谷
川
の
深
い
谷
合
の
雄
大
な

景
観
を
満
喫
。
こ
れ
は
、
三
月
二
十
日

体
協
主
催
の
当
間
山
麓
ス
プ
リ
ン
グ
ツ

ア
ー
の
模
様
で
す
。
参
加
し
た
三
十
人

の
人
た
ち
は
、
山
頂
手
前
で
へ
ば
り
な

が
ら
も
全
員
登
頂
。
こ
の
ッ
ァ
ー
の
仕

掛
人
、
大
島
康
太
郎
さ
ん
は
、
親
子
五

人
で
挑
戦
。
六
歳
の
菜
緒
子
ち
ゃ
ん
も

元
気
に
登
り
ま
し
た
。
頂
上
で
の
昼
食

は
、
雑
木
に
肉
を
さ
し
自
分
で
焼
い
て

食
べ
ま
し
た
。
こ
の
味
と
雄
大
な
景
観
、

そ
し
て
、
滑
り
降
り
る
途
中
で
通
っ
た

雑
木
林
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
子
ど
も
た

ち
の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
は
、
親
子
が
、
汗
を

流
し
な
が
ら
ふ
れ
あ
え
る
絶
好
の
機
会

で
す
。
来
年
は
、
ぜ
ひ
あ
な
た
も
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

回
回
回
回

ー
難
嚇

蕪
藤
麟
．

儒
紫
叢
灘

⑯
　清津峡小学校（2年）

　山本寛くん

　
「
サ
ッ
カ
ー
」

　
ぼ
く
が
『
番
く
ろ
う
し
た
と

こ
ろ
は
頭
で
す
。
頭
は
ま
る
い

か
ら
か
ん
た
ん
だ
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、
何
回
も
し
っ
ば
い
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
や
つ

と
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

そ
う
快
な

　
　
雄
大

鰐

潮

な汗羊
ノ｛

各
小
中
学
校
で

　
　
　
　
　
　
　
　
卒
業
式

　
三
月
十
四
日
、
中
里
中
学
校
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
つ
づ
い
て
三
月
二
十
五

日
一
斉
に
村
内
の
小
学
校
で
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
春
卒
業
し
た
児
童
、
生
徒
の
数

は
、
小
学
校
が
全
部
で
八
十
七
人
、
中

学
校
が
九
十
六
人
で
す
。
中
学
校
の
卒
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マ
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ア
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山

｝ワ　 せき子
｝
｝　きっかけは……り十日町オートタラブ主催のジムカーナ

｝　　　　　　一大会に手伝いに行ったとき知り合いました。

Y　　　　　o街を歩いていたときバッタリ合い海にドラ
｝　　　　　　イブに行ったのが交際の始まぴ）です。

｝　第一印象は……り都会的なセンスでちょっと目立ってし、

｝　　ました。軌っつきは悪レ、感じなんですがや

　　　　　さしい人だなあと感じました。
｝　結婚を決意したのは……ワわたしとのデートを断っても

｝　　　　　　親の希望に応えてやるやさしい面に引かれま

｝　　　　　　したね。り料理も上手ですし、彼女も親思い

Y　　　　　　なんですよ。この人ならと思いました。
｝　田沢の印象……り干溝で鉄工所をやっています。回りの

｝　　人たちは親切ですし住みやすいです才＆．
｝子育てのモツトー一・ワあけっぴろげなつきあし、方をし

YY　　ています・笑い声の絶えない家庭力｛目標でき
暇
　村に望あこと・・…やリゾート熱が高まっていますが、＿

　　　　度三度と訪れたくなる所にしたいですね。

　＆　　臥｝｝ト｝》一》一｝｝一｝》一｝｝トトトトト》一｝

新たな希望をいだいて

業
生
の
う
ち
、
九
十
一
人
が
進
学
、
五

人
が
就
職
進
学
や
就
職
を
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
数
は
年
々
減
少
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
五
年
前
の
中
学
校
の
卒

業
生
は
二
九
人
で
し
た
。
わ
ず
か
五
年

間
で
約
二
十
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
生
徒
数
を
見
る
と
、
今
後
も
毎

年
わ
ず
か
ず
つ
減
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

★
九
ヵ
年
間
皆
勤
者

　
石
沢
弘
行
（
荒
屋
）
桑
原
孝
美
（
角
間
）

　
服
部
　
靖
（
荒
屋
）
山
本
　
太
（
山
崎
）

　
樋
口
佳
恵
（
桔
梗
原
）

重い綱にチビッ子も大奮闘

雪
原
に
歓
声
ひ
び
く

　
　
　
　
　
芋
沢
雪
上
運
動
会

　
「
ホ
ラ
、
父
ち
ゃ
ん
ガ
ン
バ
レ
」

空
は
真
青
に
晴
れ
わ
た
り
絶
好
の
雪
上

運
動
会
日
和
。
三
月
十
三
日
、
芋
沢
集

落
で
は
第
七
回
雪
上
運
動
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
当
集
落
の
世
帯
数
は
、
三
十

七
戸
。
若
い
世
代
を
中
心
に
と
て
も
ま

と
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
も
タ
イ

ヤ
レ
ー
ス
、
ビ
：
ル
飲
み
競
争
、
風
船

割
り
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
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灘
、
灘
灘
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上
轡
穫
犠
麗
鵬
、
蜷

　
高
構
擾
鱒
、
藪
、
華
（
壌

　
保
壌
・
鎧
之
　
鍵
　
宮
・
璽
、
ー

　
阿
部
．
ツ
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“
纏
“
鵜
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敷
、

　
出
講
　
久
子
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0
　
　
，
、
棲

樋
ロ
キ
、
、
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額
通
欝
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四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の
十
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
先
き
は
、
つ
い
気
持
が
ゆ

る
み
が
ち
に
な
り
交
通
事
故
が

多
発
し
ま
す
。
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
新
入
学
児
童
を
も

つ
み
な
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
に

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

1飢遭儲翻諮
然⑯

　　　春の火打山
妙高笹が峰牧場登山口より約5時間で県内

最高峰の火打山（2，462）山1頁に着く。女性的な

優しい山容でコースも全般的にゆるやかだ。

途中にある天狗の庭と呼ばれる湿原地帯は

尾瀬を連想させ可憐な高山植物が咲く美しい

ところです。

麓ではとうに咲き終えた桜がここでは満開

でした。

山は長い冬からようやく開放され、新緑の

季節を迎えようとしていた。

　　　　清津山の会吉楽真智子

〃 広報うの◎’マ　ご　　　昭和63年4月10日 ！o
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